
　
大
阪
府
は
、
府
の
商
工
業
振

興
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人

若
し
く
は
団
体
を
表
彰
す
る

「
大
阪
府
商
工
関
係
者
表
彰
」

を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
年
度

の
受
賞
者
１
８
３
人
６
事
業
所

が
決
定
し
、
２
月
16
日
午
後
２

時
よ
り
、
大
阪
市

中
央
区
の
エ
ル
・

大
阪
（
府
立
労
働

セ
ン
タ
ー
）
で
表

彰
式
を
開
催
し

た
。

　
当
日
は
、
山
口

信
彦
大
阪
府
副
知

事
が
「
商
工
関
係

者
表
彰
は
、
技
術

の
著
し
い
進
展
や

急
激
な
経
営
環
境

の
変
化
の
中
で
、

長
年
に
わ
た
り
大

阪
の
商
工
業
の
発
展
を
支
え
て

き
た
人
に
贈
る
も
の
。
大
阪
も

の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
は
、
大

阪
の
中
小
企
業
が
持
つ
も
の
づ

く
り
業
を
示
す
看
板
企
業
に
授

与
す
る
も
の
。
大
阪
製
ブ
ラ
ン

ド
表
彰
は
、
確
か
な
技
術
力
に

裏
打
ち
さ
れ
た
想
像
力
に
溢

れ
、
大
阪
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
高
め
る
製
品
を
認
定
す
る

も
の
」
と
吉
村
洋
文
知
事
の
挨

拶
を
代
読
、
同
副
知
事
よ
り
表

彰
状
を
授
与
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
団
体

役
員
と
し
て
５
年
以
上
従
事

し
、
業
界
の
振
興
と
府
産
業
の

発
展
等
に
尽
力
し
た
功
績
が
顕

著
な
人
98
人
。
団
体
職
員
と
し

て
10
年
以
上
職
務
に
精
励
し
、

成
績
優
秀
で
団
体
の
振
興
発
展

に
尽
力
し
た
人
22
人
。
従
業
員

と
し
て
10
年
以
上
業
務
に
精
励

し
、
成
績
優
秀
で
府
産
業
の
発

展
及
び
技
術
の
改
善
等
に
尽
力

し
た
人
63
人
。

　
ま
た
、
事
業
所
等
と
し
て
10

年
以
上
府
産
業
の
発
展
及
び
技

術
の
改
善
等
に
寄
与
し
、
業
績

が
良
好
で
か
つ
内
容
が
健
全
で

あ
っ
て
、
現
在
活
発
に
活
動
し

て
い
る
他
の
模
範
と
な
る
６
事

業
所
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
「
大
阪
も
の
づ
く
り

中
小
企
業
表
彰
式
（「
大
阪
も

の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
２
０
２

３
」
及
び
「
令
和
５
年
度
大
阪

製
ブ
ラ
ン
ド
」
表
彰
式
を
開
催

し
た
。

　
業
界
関
係
の
表
彰
者
は
次
の

通
り
。
敬
称
略

　【
団
体
役
員
】

　
梶
田
安
彦
（
八
尾
商
工
会
議

所
副
会
頭
、
不
易
糊
工
業
社

長
）、
鴨
谷
仁
（
一
般
社
団
法

人
大
阪
府
経
営
合
理
化
協
会
理

事
、
コ
ー
キ
封
筒
社
長
）、
山

口
孝
弘
（
大
阪
文
具
事
務
用
品

協
同
組
合
理
事
、栄
光
社
社
長
）

　【
従
業
員
】

　
河
原
智
明
（
ユ
ニ
オ
ン
ケ
ミ

カ
ー
）、
笹
野
忠
彦
（
サ
ク
ラ

ク
レ
パ
ス
）、
田
村
尚
（
セ
キ

セ
イ
）、蔦
屋
幸
次
（
シ
ー
ド
）、

秦
力
泰
（
Ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｌ
Ａ

Ｂ
．）、
吉
田
新
一
（
Ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ

Ｔ
　
Ｌ
Ａ
Ｂ
．）

　
一
般
財
団
法
人
大
阪
文
紙
会

館
（
志
方
弘
嗣
理
事
長
）
の
理

事
会
及
び
評
議
員
会
と
大
阪
文

交
倶
楽
部
（
志
方
弘
嗣
代
表
世

話
人
）
の
総
会
が
、１
月
31
日
、

大
阪
市
中
央
区
の
文
健
会
館
で

４
年
振
り
に
開
催
、
文
紙
会
館

の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
志
方
理
事
長
以
下
ほ
ぼ

全
員
が
留
任
し
た
。

　
大
阪
文
紙
会
館
の
理
事
会
及

び
評
議
員
会
は
、
午
後
３
時
30

分
か
ら
行
い
、
秋
山
敏
事
務
長

の
司
会
で
進
め
、
出
席
者
報
告

の
あ
と
志
方
理
事
長
が
「
２
０

２
０
年
に
理
事
長
に
就
任
し
て

以
来
４
年
振
り
の
挨
拶
と
な

る
。
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
も
ほ
ぼ

明
け
て
通
常
通
り
の
事
業
が
出

来
た
。
決
算
面
は
予
定
通
り
で

大
き
な
支
出
も
な
く
、
ま
た
基

金
の
運
用
益
が
４
・
６
％
の
高

利
回
り
で
１
８
５
０
万
円
の
配

当
が
あ
り
、
例
年
通
り
在
阪
業

界
団
体
に
各
５
０
万
円
、
計
２

０
０
万
円
の
寄
付
が
で
き
た
。

ま
た
、
今
後
も
各
位
の
協
力
を

得
て
会
館
運
営
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
議
案
審

議
に
移
っ
た
。

　
議
案
は
、
理
事
会
、
評
議
員

会
で
そ
れ
ぞ
れ
令
和
５
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
令
和

６
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支

予
算
案
、
任
期
満
了
に
伴
う
理

事
長
選
任
及
び
そ
の
他
役
員
委

嘱
な
ど
で
、
全
議
案
原
案
通
り

承
認
可
決
し
た
。

　
役
員
選
任
で
は
、
辻
重
幸
理

事
が
退
任
し
た
ほ
か
は
、
全
員

が
留
任
し
た
。

　
理
事
長
　
志
方
弘
嗣

　
副
理
事
長
　
紀
寺
一
男
、
西

村
彦
四
郎
、
金
澤
利
治

　
会
計
理
事
　
山
路
正
俊

　
理
事
相
談
役
　
村
田
太
一
郎

　
理
事
　
石
元
正
敏
、德
弘
滋
、

松
本
武
久
、
西
川
雅
夫
、
西
村

佳
美

　
監
事
　
斉
藤
孝
一
、
梶
田
安

彦　
参
与
　
田
中
経
久

　
ま
た
、
令
和
５
年
度
資
産
運

用
実
績
報
告
で
は
、
村
田
資
産

運
用
委
員
長
が
昨
年
度
は
円
安

に
よ
り
高
利
回
り
と
な
っ
た

と
、
近
年
の
基
金
の
運
用
状
況

を
説
明
し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
よ
り
志
方
理

事
長
が
運
用
委
員
長
に
就
き
、

ま
た
、
紀
寺
一
男
、
石
元
正
敏

委
員
が
退
任
、
代
わ
っ
て
杉
浦

正
樹
、
水
谷
豊
、
寺
浦
浩
之
の

３
氏
が
就
任
し
た
。

　
こ
の
後
、
大
阪
文
交
倶
楽
部

の
総
会
を
行
い
、
原
案
通
り
承

認
、
事
業
計
画
案
で
は
、
春
の

日
帰
り
旅
行
は
５
月
15
日
、
秋

は
11
月
15
日
に
、
ま
た
、
ゴ
ル

フ
会
も
予
定
し
て
い
る
こ
と
を

伝
え
た
。

　
な
お
、
永
年
、
日
帰
り
旅
行

会
を
続
け
て
い
る
が
、
開
催
場

所
の
選
定
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
に

行
っ
て
み
た
い
所
や
店
、
や
っ

て
欲
し
い
事
業
に
つ
い
て
の
意

見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
今
後

の
参
考
に
す
る
。

　
こ
の
後
、
約
70
人
が
参
加
し

て
懇
親
会
を
開
き
、
西
村
佳
美

世
話
人
の
司
会
で
進
め
、
黒
田

純
司
世
話
人
の
開
会
挨
拶
、
年

男
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
、

村
田
太
一
郎
世
話
人
の
乾
杯
の

音
頭
で
開
宴
、
賑
や
か
に
歓
談

し
、
抽
選
会
も
行
っ
て
盛
り
上

が
っ
た
。
最
後
に
西
村
彦
四
郎

世
話
人
の
閉
会
の
辞
で
閉
じ

た
。

　【
日
本
文
具

新
聞
社
発
】
株

式
会
社
フ
ォ
ー

デ
ッ
ク
（
山
尾

剛
志
社
長
、
広

島
市
）
は
、
１

月
25
、
26
日
、

西
区
商
工
セ
ン

タ
ー
の
広
島
サ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー

ル
で
「
Ｓ
ｈ
ｉ

ｆ
ｔ
　
ｔ
ｏ
　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
～

魅
力
あ
ふ
れ
る
提
案
で
次
の

ス
テ
ー
ジ
へ
～
」
を
テ
ー
マ

に
、「
２
０
２
４
春
の
グ
ラ
ン

ド
フ
ェ
ア
」
を
開
催
、
売
上
実

績
約
８
億
円
、
２
０
９
店
３
５

１
人
が
来
場
、
熱
気
あ
ふ
れ
る

商
懇
談
を
展
開
し
た
。
２
日
目

の
ユ
ー
ザ
ー
フ
ェ
ア
来
場
数
は

１
０
６
社
２
０
４
人
だ
っ
た
。

　
初
日
、
午
前
８
時
50
分
か
ら

行
わ
れ
た
開
会
式
で
、
山
尾
社

長
は
能
登
半
島
地
震
へ
の
お
見

舞
い
を
述
べ
た
後
、
２
０
２
４

年
の
干
支
、
甲
辰
（
き
の
え
・

た
つ
）
に
つ
い
て
「『
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
し
て
成
功
す
る
』

『
こ
れ
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ

と
が
形
に
な
る
』
大
変
縁
起
の

良
い
年
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ち

な
み
に
、
前
回
の
甲
辰
は
60
年

前
で
、
私
が
生
ま
れ
た
年
で
も

あ
る
が
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

新
幹
線
開
通
な
ど
の
大
き
な
出

来
事
が
あ
っ
た
」
と
紹
介
。
次

い
で
、
業
績
の
概
況
に
つ
い

て
「
今
期
に
入
り
７
カ
月
が
経

過
し
た
が
、
前
年
並
み
の
数
字

で
推
移
し
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
部
は
、
店
頭

は
コ
ロ
ナ
後
も
来
店
客
が
戻
ら

ず
、
納
品
も
大
型
案
件
の
失
注

が
あ
り
苦
戦
し
て
い
る
が
、
今

期
よ
り
販
売
店
の
ユ
ー
ザ
ー
訪

問
を
始
め
た
こ
と
で
、
案
件
獲

得
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
。
オ

フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業

は
、
主
力
の
Ｍ
Ｆ
Ｐ
が
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
で
メ
ー
カ
ー
出
荷

数
は
前
年
割
れ
、
買
い
替
え
の

ス
パ
ン
が
伸
び
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
化
を
推
進

す
る
企
業
が
増
え
、
そ
れ
に
伴

い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
や
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
ソ
フ
ト
の
案
件
が
増
え

て
き
て
い
る
。
オ
フ
ィ
ス
環
境

事
業
は
、
前
半
は
物
件
数
が
少

な
か
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
最

需
要
期
に
大
型
物
件
の
受
注
が

控
え
て
お
り
、
し
っ
か
り
刈
り

取
り
た
い
。
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
、
物
流
問
題
と
賃
上
げ
促

進
と
い
う
２
つ
の
社
会
問
題
に

も
直
面
し
て
い
る
。
今
回
の
グ

ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
の
テ
ー
マ
に
掲

げ
た
よ
う
に
世
の
中
は
常
に
変

化
し
て
お
り
、
時
流
に
乗
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
活
動
を
進
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
地
域
商
社
と

し
て
モ
ノ
を
届
け
る
だ
け
で
な

く
、
提
案
と
い
う
ソ
フ
ト
を
販

売
店
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
提
供
す
る

こ
と
で
、
顧
客
か
ら
真
っ
先
に

声
が
か
か
る
企
業
『
フ
ァ
ー
ス

ト
コ
ー
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
』
を
目

指
す
。
こ
の
フ
ェ
ア
は
メ
ー

カ
ー
と
販
売
店
、
ユ
ー
ザ
ー
の

３
者
を
つ
な
ぐ
場
で
あ
り
、
お

客
様
か
ら
『
来
て
良
か
っ
た
』、

出
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
『
出
品
し

て
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
全
社
員
が
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
る
の
で
、
支
援
を

願
い
た
い
」
と
挨
拶
。

　
出
品
メ
ー
カ
ー
を
代
表
し
て

シ
ヤ
チ
ハ
タ
・
舟
橋
正
剛
社
長

が
「
今
年
は
地
震
や
飛
行
機
事

故
な
ど
波
乱
に
満
ち
た
年
明
け

と
な
っ
た
。
円
安
は
続
く
予
想

の
中
、
物
価
高
に
負
け
な
い
賃

上
げ
が
必
要
に
な
る
。
物
価
の

安
い
日
本
は
訪
日
客
の
消
費
も

伸
び
て
い
る
。
業
界
メ
ー
カ
ー

は
世
界
に
誇
る
製
品
を
生
み
出

し
て
お
り
、
今
後
も
世
界
に
称

賛
さ
れ
る
商
品
開
発
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
」と
挨
拶
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

部
・
大
田
部
長
の
連
絡
、
注
意

事
項
説
明
の
後
、
サ
ン
ス
タ
ー

文
具
・
吉
松
幸
芳
社
長
の
音
頭

で
三
本
締
め
を
行
い
、
開
場
し

た
。

　
出
店
１
１
６
社
か
ら
新
製
品

や
売
れ
筋
商
品
、
話
題
商
品
が

一
堂
に
会
し
た
会
場
に
は
、
広

島
市
内
を
中
心
と
し
た
来
場
者

が
各
小
間
で
熱
心
な
商
談
を
展

開
し
た
。「
提
案
コ
ー
ナ
ー
」は
、

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
効
率

化
を
支
援
す
る
「
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
コ
ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
緊

急
地
震
速
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
や

電
池
不
要
の
懐
中
電
灯
な
ど
、

最
新
の
防
災
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
体
験
で
き
る
「
防
災
・
Ｂ
Ｃ

Ｐ
コ
ー
ナ
ー
」、
電
気
自
動
車

充
電
器
導
入
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
提
案
し
た
「
環
境
コ
ー

ナ
ー
」、
Ｐ
Ｒ
ノ
ベ
ル
テ
ィ
提

案
の
「
販
売
促
進
コ
ー
ナ
ー
」

に
加
え
、
出
展
各
社
の
一
押
し

商
品
、
新
製
品
な
ど
を
紹
介
し

た
コ
ー
ナ
ー
や
高
級
筆
記
具
を

一
堂
に
集
め
た
コ
ー
ナ
ー
な

ど
、
拡
販
を
支
援
す
る
多
彩
な

企
画
が
好
評
を
博
し
た
。

　
初
日
午
前
９
時
半
か
ら
行
わ

れ
た
記
者
会
見
に
は
石
田
信
正

会
長
、
山
尾
剛
志
社
長
、
岡
本

祐
太
郎
専
務
、
長
野
学
常
務
、

大
政
史
生
取
締
役
、
松
原
竜
二

グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
実
行
委
員

長
、
日
本
通
商
・
中
田
哲
郎
次

長
が
出
席
。
松
原
実
行
委
員
長

よ
り
３
事
業
部
の
垣
根
を
越
え

た
提
案
や
来
場
予
定
、
フ
ォ
ー

デ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
の
説
明
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　
新
製
品
コ
ン
テ
ス
ト
は
51
社

51
ア
イ
テ
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

上
位
入
賞
商
品
は
１
位
・
日
本

出
版
販
売
「
Ｆ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ミ
ニ

ガ
ラ
ス
ペ
ン
什
器
セ
ッ
ト
」、

２
位
・
日
本
理
化
学
工
業
「
ブ

リ
キ
缶
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
」、

同
位
・
ヤ
マ
ト
「
ア
ラ
ビ
ッ
ク

ヤ
マ
ト
ク
リ
ア
ド
ロ
ッ
プ
」、

４
位
・
サ
ン
ス
タ
ー
文
具
・
ｍ

ｅ
ｔ
ａ
ｃ
ｉ
ｌ
　
ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ

ｌ
」、５
位
・
三
菱
鉛
筆「
ジ
ェ
ッ

ト
１
５
０
カ
ラ
ー
軸
」

　
な
お
、
秋
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ

ア
は
９
月
12
、
13
日
広
島
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
予
定
。

　
株
式
会
社
青
雲
ク
ラ
ウ
ン

（
青
山
英
生
社
長
、
名
古
屋
市
）

の
「
ク
ラ
ウ
ン
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ェ
ア
」
は
、
２
月
７
日
に
名

古
屋
市
千
種
区
の
名
古
屋
市
中

小
企
業
振
興
会
館
第
１
、
第
２

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示
場
で
「
ｃ

ｈ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｏ
ｆ

ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
　
ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｉ
」
―

オ
フ
ィ
ス
の
未
来
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
―
を
テ
ー
マ
に
開
催
、
多

彩
な
需
要
期
商
材
の
展
示
や
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
多
彩
な
内
容
で
構

成
し
、
活
発
な
春
需
商
戦
を
展

開
し
た
。

　
当
日
は
８
時
50
分
か
ら
朝
礼

を
行
い
、
青
山
社
長
が
「
今
日

の
来
場
者
は
販
売
店
４
０
０
社

８
０
０
人
を
予
定
し
て
い
る
。

長
野
、
新
潟
を
含
め
30
数
社
が

来
場
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も

聞
い
て
い
る
が
、
何
と
か
当
初

目
標
の
来
場
者
を
確
保
し
た

い
。
フ
ェ
ア
に
は
１
３
９
社
が

出
展
し
、
こ
の
う
ち
新
規
メ
ー

カ
ー
は
13
社
。
こ
の
会
場
で
す

べ
て
の
メ
ー
カ
ー
、
販
売
店
、

当
社
が
話
し
た
会
話
量
を
１
０

０
と
し
た
場
合
、
こ
の
会
話
量

を
１
５
０
に
し
た
い
と
い
う
数

値
目
標
を
持
っ
て
い
る
。
我
々

は
リ
ア
ル
で
商
売
を
し
て
い
る

の
で
、
見
て
、
触
っ
て
、
勉
強

す
る
わ
け
だ
が
、
会
話
す
る
こ

と
を
メ
ー
カ
ー
に
望
み
、
当
社

社
員
が
先
頭
に
立
っ
て
会
場
を

作
っ
て
い
き
た
い
。
景
気
も
い

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
活
気
と

熱
気
を
こ
の
会
場
か
ら
発
信
し

い
き
た
い
。
来
場
す
る
販
売
店

に
は
２
月
、
３
月
の
商
売
に
向

け
て
活
気
を
持
っ
て
帰
っ
て
も

ら
い
た
い
。
見
本
市
で
は
納
品

店
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
紹
介
し
、

今
回
も
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
や
従
業
員
と
の
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト
を
高
め
る
ス
マ
ホ
ア

プ
リ
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
も
考
え
て
い

る
。
店
舗
系
に
は
商
品
提
案
力

を
超
え
店
舗
展
開
力
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
概
念
が
卸
に

は
少
な
か
っ
た
が
、
店
舗
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
力
も
考
え
て

い
く
。
今
年
も
新
規
の
お
客
の

引
き
合
い
も
き
て
い
る
の
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
も
大
変
だ
が
、

メ
ー
カ
ー
と
話
し
合
っ
て
オ
ぺ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
解
決
し
て
い
き

た
い
。
１
０
０
０
社
を
超
え
る

販
売
店
に
対
し
て
昨
年
末
段
階

で
90
％
が
Ｗ
ｅ
ｂ
請
求
書
に
変

わ
っ
た
が
、
こ
う
い
う
時
代
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

　
出
展
社
を
代
表
し
て
株
式
会

社
ト
ン
ボ
鉛
筆
・
小
川
晃
弘
社

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
会
場
は
、
２
階
の
第
１

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示
場
に
文

具
・
事
務
用
品
関
連
、
３
階
の

第
２
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
展
示
場
に

事
務
機
器
関
連
と
、「
は
じ
め

て
の
Ｄ
Ｘ
化
」
に
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｇ
！
～
中
小
企
業
の
人
手
不
足

を
解
決
～
、
高
騰
す
る
電
気
代

に
勝
つ
！
経
営
コ
ス
ト
削
減
に

挑
戦
！
！
業
務
用
空
調
機
器
・

冷
凍
冷
蔵
庫
使
用
電
力
を
10
～

30
％
も
削
減
す
る
「
レ
イ
バ
イ

リ
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」
提
案
、
を

テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

　
青
山
社
長
は
「
納
品
店
の
ビ

ジ
ネ
ス
領
域
を
広
げ
る
こ
と

や
、
店
舗
に
人
を
呼
ぶ
ア
イ
デ

ア
を
出
す
の
が
我
々
の
仕
事
。

メ
ー
カ
ー
の
新
製
品
だ
け
を

持
っ
て
い
く
時
代
で
は
な
い
」

と
し
て
い
た
。

　
株
式
会
社
キ
ン
グ
ジ
ム
（
宮

本
彰
社
長
、
東
京
都
）
は
、
国

際
社
会
共
通
の
目
標
で
あ
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
コ
ー
ト
ジ
ボ

ワ
ー
ル
日
本
交
流
協
会
を
通

じ
て
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
ア

ル
コ
ー
ル
デ
ィ
ス
ペ
ン
サ
ー

「
テ
ッ
テ
」
３
万
台
を
寄
付
し

た
。

　
こ
の
贈
呈
式
は
２
月
２
日
、

駐
日
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
共
和

国
大
使
館
で
執
り
行
わ
れ
た
。

志方理事長

魅
力
あ
ふ
れ
る
提
案

フ
ォ
ー

デ
ッ
ク

春
の
グ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア

多彩な商材提案する会場

活気と熱気を発信
青雲クラウンフェア

メーカーと販売店繋ぐ場

朝
礼
で
挨
拶
す
る
青
山
社
長
㊤

と
フ
ェ
ア
の
会
場

府産業の発展に尽力
大阪府商工関係者表彰式

団体役員で梶田、鴨谷、山口氏

表彰受けた田村、山口、梶田、鴨谷氏

コロナ前の事業遂行
文紙会館・理事会と評議員会

文交倶楽部総会

資産運用が円安で高配当

㊤
文
紙
会
館
の
理
事
会
、
評
議

員
会
㊦
文
交
倶
楽
部
の
総
会

ア
フ
リ
カ
諸
国
へ

「
テ
ッ
テ
」
３
万
台

キ
ン
グ
ジ
ム
が
寄
贈


